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鎌倉市スマートシティ構想の策定にあたって １

鎌倉市は、先人から受け継いできた歴史や文化、そして豊
かな自然環境に恵まれ、多くの人々を惹きつける魅力ある
まちです。その一方で、自然災害に対する脆弱性や、慢性
的な交通渋滞、オーバーツーリズムなど様々な課題を抱え
ており、今後、急激に進行する人口減少、少子高齢化に
よって、これらの課題は、より一層深刻さを増すことが懸
念されます。

こうした中、本市では、「世界に誇れる持続可能なまち」
「誰もが生涯にわたって自分らしく安心して暮らすことが
できる共生社会」の実現をより一層力強く進めるため、
データやテクノロジーを活用したスマートシティの推進に
取組んでいます。今なお猛威をふるう新型コロナウイルス
感染症は、官民のあらゆる分野でデジタルトランスフォー
メーションの流れを加速させ、スマートシティ推進の大き
な追い風となっています。

しかし、データやテクノロジーの活用は、あくまでも手段
であって目的ではありません。このため、鎌倉市のスマー
トシティを推進するための基本的な考え方をまとめた「鎌
倉市スマートシティ構想」を策定いたしました。

本構想では、基本理念に「市民起点」「共生の精神」「鎌
倉らしさの継承」を位置付け、中でも「市民起点」の実現
に向けて、これまでの市民対話等に加え、新たにデジタル
技術を活用した合意形成プラットフォームの導入を検討し
ています。また、市民一人ひとりに寄り添う分野横断的な
サービスの提供を可能にするデータ連携基盤の整備も計画
しています。

「鎌倉市スマートシティ構想」に基づき、今後、市民の皆
様をはじめ企業・大学など、多くの関係者の方々とともに
施策や事業を共創、展開し、市民一人ひとりの幸せ・
Well-Beingの向上にしっかりと取り組んでまいります。

令和４年（2022年）３月

鎌倉市長
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１ 構想の概要

背景・目的 将来像

官民連携の総力戦で課題解決に取り組む
好循環モデルを創出

市民のQoL
まちの魅力

市民と企業等（テクノロ
ジー）の共創で課題を見え
る化し、みんなで解決する

◼ 鎌倉のまち並みや、歴史・文化を大切にしながら、AI＊ やIoT＊、ビッグデータ＊など、
人にやさしいテクノロジーを活用することによる市民参加型のスマートシティを目
指し、誰もが生涯にわたって自分らしく安心して暮らすことができる共生社会＊を
築きます。

◼ 昨今の技術革新をめぐる世界的な潮流を背景に、日本でも「第4次産業革命＊の
技術革新を、あらゆる産業や社会生活に取り入れることにより、様々な社会課題
を解決するSociety5.0 ＊を世界に先駆けて実現する」という方向性が、政府か
ら示されています。

◼ 国内では、先端技術やデータを活用し、都市や地域の機能やサービスを効率化・
高度化し、人口減少・少子高齢化＊等の各種社会課題を克服して市民生活に快適
性や利便性などの新たな価値を創出するまちづくり、「スマートシティ＊」の構築が
求められています。

SDGs＊に示される社会課題 人にやさしいテクノロジー＊

20502030現在

スマートシティの取組
によって市民のQoLと
まちの魅力を向上

時間の経過とともに
市民のQoLとまちの魅力は低下
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• 少子高齢化
• 気候変動・
災害激甚化

• 成熟社会

• 人口減少 ・少子高齢化
• 気候変動 ・災害激甚化
• 交通渋滞 ・オーバーツーリズム

社会課題

鎌倉市が直面する課題

• コロナ禍
• 格差拡大
• 循環型社会＊

• 働き方改革

①人や地域のつながり
（思いやり、助け合い）
②多様性の尊重

（障害者、高齢者、子ども、
女性など）

◼ 鎌倉市は、先人から連綿と受け継いできた歴史や文化、そして豊かな自然環境
に恵まれた都市です。一方で、少子高齢化をはじめ、災害への脆弱性、オーバー
ツーリズム＊や慢性的な交通渋滞といった課題が山積しています。

◼ これらの課題解決や、今後直面することになる様々な課題に対応できる仕組み
や体制を構築するとともに、地域が自律的に成長する力を育て、市民のQoL＊

とまちの魅力向上を図るため、2020年4月に産官学民の共創によるスマート
シティの取組に着手しました。

鎌倉市スマートシティの背景

※鎌倉市は2018年に国のSDGs未来都市に選定

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
プロジェクト

６ 連携事業
７ 住みやすさ

と幸福度
用語解説 ３

「まち」の
エンパワーメント＊

「ひと」の
エンパワーメント

出典：内閣府ホームページ



１ 構想の概要

◼ 2022年度から2025年度までを鎌倉市スマートシティの「インストール期（導入
期）」、2026年度以降を「展開期」とします。

◼ 2022年度から2025年度までは、パイロット＊事業として「産官学民連携のプ
ラットフォーム（以下「PF」）の構築」に注力します。

◼ 特に、2022年度の前半は実証環境の整備、後半は第3次総合計画第４期基本計
画を起点に市民対話やアンケート等をもとに設定したリーディングプロジェクト＊

の実証事業＊等をスタートさせます。

インストール期（smart city） 展開期（SMART CITY）

1996 ・ ・ ・

スマートシティを
本格実装

・ ・ ・
鎌倉市都市マスタープラン（まちづくり基本計画）
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各分野の個別計画

スマートシティ構想

・ ・ ・

第3次鎌倉市総合計画 第4次鎌倉市総合計画

第1期基本計画
（10年間）

第3期基本計画
（6年間）

第2期基本計画
（10年間）

第4期基本計画
（6年間）

・ ・

◼スマートシティ構想は、本市のまちづくりを産官学民が連携してデータやテクノロ
ジーを適切に利活用し、各分野の個別計画に基づく施策を分野横断的に進めるス
マートシティ政策の指針として策定します。

◼第3次鎌倉市総合計画 第4期基本計画 実施計画のローリング（見直し）時に構想
に基づく施策を反映させ、さらに第4次鎌倉市総合計画ではスマートシティを本格
実装します。

2022 2023 20252024 2026

本格実装

第４次鎌倉市総合計画

2021

パイロット事業

スマートシティ構想

各計画との位置づけ

・実証事業等の募集開始
・市民の合意形成PFの実証環境整備
・データ連携基盤の実証環境整備

実証事業等の実施
（リーディング
プロジェクト）

前半 後半

産官学民連携PFの構築

４

見直しの際に
施策を反映

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
プロジェクト

６ 連携事業
７ 住みやすさ

と幸福度
用語解説

2006 2020 2025 2026・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・2014

スケジュール

2022年度パイロット事業



未来への循環

◼ 鎌倉のまちは、鎌倉駅周辺や谷戸地形などに代表される古くから住宅地や商店街として土地利用が進んできた場所、大船駅周辺などに代表
される都市的土地利用が進む場所、さらに高度経済成長期に開発された大規模住宅地などの既存市街地と、新たなまちづくりが進む場所と
性格の異なる２つの地域が存在します。

大船地区（大船駅周辺拠点）

深沢地区
約31haの未利用地を含む
新たな開発地域

古都鎌倉の風格とブランド力を持つ
既存の市街地

鎌倉の地域経済を支える既存の市街地

鎌倉地区（鎌倉駅周辺拠点）

２

１ 構想の概要

対象区域

対象区域は「市全域」とし、既存の市街地やこれから新たなまちづくりが進む場所など、地域特性を活かし、互いに影響し合うような展開を目指します。

５

鎌倉地区や大船地区などの既存の市
街地で発生している少子高齢化、災害
への脆弱性、オーバーツーリズムや慢
性的な交通渋滞などの地域課題の解
決に対しデータやテクノロジーを活用
しながら取り組む

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
プロジェクト

６ 連携事業
７ 住みやすさ

と幸福度
用語解説

深沢のまちづくりの
成果を既存の市街地に
フィードバックし、
新たなまちづくりと既存
の市街地のまちづくり
を立体的に進める

３

１

既存の市街地での取組
で得た知見を、今後開発
が進む深沢地区の新た
なまちづくりに生かす

２

１

３



２ 鎌倉市を取り巻く環境の変化：特有の課題

✓ 今後、急速な人口減少や少子高齢化、
そして生産年齢人口の減少傾向が続く

✓ 高度経済成長期に大量に造成された
丘陵住宅地（人口密集地）が大規模な
ものだけでも６箇所存在し、都市型の
少子高齢化が市民生活の質の低下を
招き、本市のあらゆる課題のベースと
して影響を及ぼす

✓ 右肩上がりの高度経済成長期を前提
にした現在の社会システムでは、この
先の時代を乗り切ることができない

✓ 共生社会を実現するためには子ども、
障害者、高齢者等のいわゆる社会的弱
者の「安全・安心」「健康」などを守るこ
とがこれまで以上に求められる

✓ 三方を山に、一方が海に開けた豊かな
自然景観に加え、多くの社寺をはじめ
とした文化的・歴史的遺産が特徴

✓ 近年、台風等の自然災害の激甚化によ
り、鎌倉の地理的な脆さを再認識

✓ 令和元年の台風15号では、多数の倒
木、がけ崩れのほか、大規模な停電や
貴重な文化財の毀損等が発生15号で
は、多数

✓ 年間2,000万人近い観光客＊が来訪
することにより、深刻な交通渋滞や緊
急車両の到着遅延などが発生し、市民
生活に不利益や不便、不安を与えてい
る

✓ 外国人を含む多様な人の滞在により、
ごみの減量や災害時対応など、様々
な場面で観光客との共生が課題と
なっている

✓ さらに、ウィズ/アフターコロナ＊を見
据え、観光客と市民双方の安全・安心
の確保がこれまで以上に求められる

人口減少・超高齢化 ＊ 観光・交通の適正化

気候変動と災害激甚化

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
プロジェクト

６ 連携事業
７ 住みやすさ

と幸福度
用語解説

※浸水被害のイメージ画（鎌倉市津波シミュレーション動画）

※令和元年台風15号倒木の現場写真

６



ICTツールへの関心が高まった

２ 鎌倉市を取り巻く環境の変化：社会変化

自治体デジタル・トランスフォーメーション＊(DX)推進計画 (2020年12月)

【重点取組事項】

•自治体の情報システムの標準化・共通化

•マイナンバーカードの普及促進

•自治体の行政手続きのオンライン化

•自治体のAI・RPA＊の利用推進

•テレワーク＊推進

•セキュリティ対策の徹底

デジタル社会形成の基本理念、デジタル庁＊の設置等について定める

デジタル社会形成基本法 （2021年5月公布）

基 本 理 念

• ゆとりと豊かさを実感できる国民生活の実現

• 国民が安全で安心して暮らせる社会の実現

• 利用の機会等の格差の是正

• 個人及び法人の権利利益の保護等

情報システムの標準化・共通化について自治体が重点的に取り組む内容を具体化

【自治体DXとあわせて取り組む事項】

•地域社会のデジタル化

•デジタルデバイド＊対策

【その他取組事項】

•BPR＊の取組の徹底

•オープンデータ＊の推進

•官民データ利活用推進計画の推進

鎌倉市民の意識や生活様式が変化

ライフスタイルの変化

54％

ややそう感じる

4８％

非常にそう感じる

35％

どちらともいえない
６%

あまりそう感じない
10%

まったくそう感じない
1%

非常にそう感じる

12％

ややそう感じる

42％
どちらともいえない

2４%

あまりそう感じない
1３%

まったくそう感じない
８%

困りごと・不安に思うこと 回答

外出時の感染リスク 7８%

外出時の制限 ７０%

交流機会の減少 6５%

文化芸術にふれる機会の減少 4６%

運動・スポーツの機会の減少 4５%

健康悪化（身体・精神） 28%

新たに活用したICTツール 回答

ビデオ通話 4２% 

接触確認アプリcocoa １９%

店頭キャッシュレス支払 １９%

スマホやタブレット 18%

ネットショッピング 16%

データ出典：鎌倉市「共生社会の実現に向けたスマートシティの推進に関する意識・価値観調査」

新しい生活様式・ウィズ /アフターコロナ 政府・自治体のデジタル・トランスフォーメーション

強い感染力を持ち重篤な症状をもたらす COVID-19＊ が世界的に大流行

I C Tツールへの
自身の関心の高まり

8３％
ライフスタイルの変化を実感した

デジタル社会の目指すビジョン
誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化

デジタル社会を形成するための基本原則
①オープン・透明②公平・倫理③安全・安心④継続・安定・強靭⑤社会課題の解決

⑥迅速・柔軟⑦包摂・多様性⑧浸透⑨新たな価値の創造⑩飛躍・国際貢献

デジタル社会＊の実現に向けた改革の基本方針 （2020年12月）

意識の変化やICTツール＊への関心の高まり ICTを活用した新しい生活様式が定着

複数選択可

複数選択可

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
プロジェクト

６ 連携事業
７ 住みやすさ

と幸福度
用語解説

各回答項目の割合（％）は、端数処理の関係上、

合計が100％にならない場合があります。

７



３ 基本理念・基本原則

基
本
理
念

基
本
原
則

“共生の精神“
市民力・地域力を活かし、自然をはじめ
まちに関わる全ての要素をつなげ、

地域課題を解決し、まちの魅力を高める

2
“鎌倉らしさの継承“
古いものを大切にしながら、

積極的に新しいものを取り入れ、
新たな価値を築く

３
“市民起点“

市民ニーズや課題を起点に、
人にやさしいデータやテクノロジーを課題解決の

一つの手段として活用し、市民の生活の質の向上を目指す

1

持続可能性

▼新たなサービスやソ
リューション＊、事業の立
ち上げにあたっては、社
会実装を見据え受益者を
意識した事業設計を行う
ことで、運用面・財政面の
両側面から持続可能性を
確保します。
▼生活様式の変化などを
とらえ、地域に根差した
新たなコミュニティ形成
を進め、市民活動の活性
化と持続可能なまちづく
りを進めます。

対話・共創
・主体性

▼市民を中心に、産官学
民のマルチステークホル
ダー＊による主体的かつ
能動的な対話と丁寧な合
意形成を重視した取組を
進めます。
▼合意形成にあたっては、
データやテクノロジーの
利活用に伴い発生するお
それのあるリスクや倫理
的課題の明確化を徹底し、
市民の理解と信頼に基づ
く運用に努めます。

公平性・包摂性
社会的影響

1

▼誰一人取り残さない共
生社会を実現するために、
デジタルデバイドの解消
に取組み、希望する全て
の市民＊が等しく人にや
さしいデータやテクノロ
ジーに支えられたサービ
スを享受できるように努
めます。
▼鎌倉の文化や歴史を踏
まえたWell-Being*を
可視化し、定量的な評価
を基に取組を継続的に進
化させます。

プライバシー
保護・透明性

▼個人情報＊保護の関連
法令を遵守し、透明性の
高いルールと手続きに従
い、本人同意に基づいて
のみ個人情報を取得、提
供（オプトイン＊）するなど、
プライバシーの確保を徹
底します。

相互運用性
・オープン性

▼地域やシステム、分野
の壁を越えたデータや
サービスの連携により相
互運用性を確保し、サー
ビスの全体最適化と新た
な価値の創出を図ります。

安全・安心
・強靭性

▼激甚化する災害や
COVID-19等の感染症
など予測困難な事態に直
面した場合でも、最低限
の都市機能や社会経済シ
ステムの継続性を維持し
ながら、早期に復旧でき
るレジリエント＊な体制を
確保します。

誰もが生涯にわたって、自分らしく安心して暮らすことのできる共生社会の実現を目指し
次の理念と原則に従い、データやテクノロジーを活用した人にやさしいスマートシティの取組を推進します

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
プロジェクト

６ 連携事業
７ 住みやすさ

と幸福度
用語解説 ８
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４ 推進体制

◼ 鎌倉市スマートシティでは、市民のQOL・まちの魅力向上に向けて、まちづくりを
担う市民・団体等と、先端技術・サービスの開発・提供を担う鎌倉市スマートシティ
官民研究会との連携を促し、共創関係の創出により課題解決に取り組みます。

共創を生み出す基盤

鎌倉市
スマートシティ
官民研究会

（事務局：鎌倉市）

市民・団体等が
まちづくりに
参画する仕組み
（事務局：鎌倉市）

Ⅱ 産官学民によるオープンイノベーションの環境の整備

① 庁内推進体制の強化
・ 外部人材の活用
・ 縦割りの打破

② 大学等との連携
・ 共同研究の促進

③ 官民共創による推進体制の強化
・ 鎌倉市スマートシティ官民研究会を活用した連携促進
・ 市民と企業等の共創関係を創出する実証事業等の推進
・ 新産業創出、神奈川県のベンチャー支援との連携強化

Ⅲ データ連携基盤の整備・オープンデータの拡充

① 官民によるデータ利活用の促進
・ ユースケース（事例）の創出 （行政や企業を

対象としたアイデアソン＊・ハッカソン＊等の開催、
EBPM＊の推進、データ連携基盤の実証環境の整備等）

② 行政データの整備
・ オープンデータの拡充 （紙データ等のデジタル化

やデータのクレンジング＊、一元化・標準化の実施）

③ データ流通PFの構築（取引条件・仲介機能）
・ 提供者の課題と利用者のニーズの把握
・ データ流通・利活用のケーススタディ＊

事業の実施やルールの整備
・ システム基盤の構築

Ⅰ 多くの市民が参加できる合意形成PFの構築

① オンライン合意形成PFの構築
・ 市民起点の実現と新たなコミュニティの形成
・ オンラインとオフラインを組合せ、誰もがオープンに参加可能な仕組みの構築

② データ利活用等と官民共創の取組との連動
・ プライバシー保護と透明性確保、リスクや倫理的課題の明確化の徹底

Ⅳ 戦略的広報、人材育成、調査・研究の推進

・ ターゲットに合わせたPFの構築 （市のホームページ、note＊、SNS＊等の活用）

・ 継続的な情報発信 （優れた取組の発信、イベント、インタビュー等）

・ データ利活用に対する理解促進 （市民データサイエンティスト＊の養成、アイデアソンの開催等）

・ シニア向けデジタル講座やFab Citizen＊の育成等の充実
・ 住みやすさと幸福度の数値化・指標化（LWCI＊）の調査・研究 （P13参照）

【共創を生み出す基盤構築】
Ⅰ 多くの市民が参加できる合意形成PFの構築
Ⅱ 産官学民によるオープンイノベーション＊の環境の整備
Ⅲ データ連携基盤＊の整備・オープンデータの拡充
Ⅳ 戦略的広報、人材育成、調査・研究の推進

＜主な役割＞
• 鎌倉市スマートシティ
に関する取組事例の情
報発信等を行う

• 会員による地域課題の
解決策等の提案及び実
施に対する支援を行う

• 会員間の情報共有及び
連携促進を行う

• その他、鎌倉市スマート
シティの推進に資する
活動を行う

市民と企業等
による

共創関係を
創出

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
プロジェクト

６ 連携事業
７ 住みやすさ

と幸福度
用語解説

＜主な役割＞
• スマートシティ構想等に
関する意見

• 実証事業等の計画や結
果に関する市民等のレ
ビュー

• 実証事業等の実証
フィールド、参加者募集

• 市民発意の課題解決に
関するアイデア募集

など

９
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5 リーディングプロジェクト：２０２２年度に取り組むプロジェクトの対象領域

第３次鎌倉市総合計画第４期基本計画
（分野横断的に重点施策をとりまとめ）

重点事業

市民対話

アンケート

検討・抽出プロセス
2022年度の

リーディングプロジェクト

目指すまちの実現につながる事業

① 「災害に強いまち」の実現につながる事業
② 「環境負荷が少ないまち」の実現につながる事業
③ 「長寿社会に対応したまち」の実現につながる事業
④ 「働くまち鎌倉」の実現につながる事業
⑤ 「住みたい・住み続けたいまち鎌倉」の実現につながる事業

・防災・減災を起点とした
複数分野の連携

・市民目線の暮らしやすさ

をテーマとした実証事業等を
鎌倉市スマートシティで展開

同様の
プロセスで
リーディング
プロジェクト
を選定

2023年度
以降

１０
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これまでの取組 分野ごとの取組 これからの取組 分野間連携＊による取組

◼ 各分野での課題解決に向けた取組が個別最適化
◼ 情報やデータも組織や分野ごとに独立してしまっており、複数分野が連携し

た新しいサービスの構築や課題に対する柔軟な解決策を打ち出しにくい

◼ 防災・減災を起点として、ヘルスケアや観光などの複数分野が連携した新し
いサービスを構築

◼ 複数の行政分野にまたがる課題や、これまでの対策では対応困難な課題に
対して解決可能な高度なサービスの提供を目指す

分野間連携による取組イメージ

※四角内は連携例を記載

これまでの取組イメージ

コミュ
ニティ

エネル
ギー

ヘルス
ケア

観光

環境

交通

防災
減災

それぞれの分野が独立して存在し、
分野横断的なサービスの提供や
リアルタイムの情報共有が難しい

（例）観光客の人流データ＊

から適切な避難誘導や
災害時対応の実現

（例）ハザードマップと要援
護者の位置情報等から
円滑な救助活動の実現

交通 コミュニティ

エネルギー

ヘルスケア

環境

観光

防災・減災

【課題】
・被害状況の予測・把握
・ヒト・モノの移動の最適化

5 リーディングプロジェクト：防災・減災を起点とした複数分野の連携

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
プロジェクト

６ 連携事業
７ 住みやすさ

と幸福度
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6 スマートシティ連携事業

✓ 鎌倉に関わる全ての人々のWell-Beingを高め、
持続可能な共生社会の実現を目指す

✓ 市民と観光客の共生のため、ロードプライシング＊

実現に向けた規制改革等を提案。交通・人流マネ
ジメント、防災・ヘルスケアなどの複数分野のサー
ビスを連携させ、共生みらい都市の実現を目指す

渋滞解消・事故の解消、
周遊環境の改善等に主に注力

スーパーシティ＊への挑戦

✓ デジタルガバメントの推進による公共サービス
（窓口のオンライン化や電子申請等）の利便性向
上、社会インフラ＊の適正な維持管理を目指す

✓ 鎌倉、大船に続く第３の都市拠点形成を目指すとともに、
まちづくりのテーマ「ウェルネス＊」を実現するため、居心地
がよく、歩きたくなるウォーカブル＊なまちづくりを目指す

✓ 「ゼロ・ウェイストかまくら」実現を目指し、慶應義塾大学
と連携してデジタルPF・IoT・3D製造技術＊を活用した
プラスチックの減量や資源化を推進

✓ SIB＊等の調査・研究

「プラスチック地捨地消」デジタルPFのイメージ

✓ 2020年度は「GIGAスクール構想＊」により、小・中学校の各教
室にインターネット環境を整備し、全ての児童・生徒へ端末を配布

✓ 今後は2021年度に導入した習熟度や苦手なポイントを分析し、
適切な問題を提案するＡＩドリル＊の授業での活用や、デジタル教
科書を電子黒板＊に映すなど分かりやすい授業づくりを推進

✓ 市役所（現在地）や梶原四丁目用地（野村総合研究所跡地）、深沢地域
整備事業用地（行政施設用地）などの主要な5つの公的不動産の利活
用推進についての方針を策定（2018年3月）

✓ 市役所（現在地）では、市民サービスの提供・公共施設再編と民間機能
の導入による賑わいや憩いを創出するほか、公的不動産の利活用によ
り、まちづくりにインパクト＊を与え、新しい価値の創造を目指す

デジタルガバメント＊の推進

深沢地域のまちづくり

公的不動産の利活用

新たな観光の推進

GIGAスクール

共創の場形成支援プログラム(COI-NEXT＊)共創による取組（官民連携など）
✓ 企業や大学等が持つ技術やノウハウをベースに、対話を重
ねる中で、新しい価値を共に創り出していき、適切な市民
サービスの提供や、個性豊かで活力のある持続可能な都
市経営を推進

鎌倉市
スマートシティ

の推進

✓ 2022年放送の大河ドラマ「鎌倉殿の 13人」を機に、鎌倉
の知られざる歴史文化を広く発信するとともに、人流の可
視化や誘導など、分散型観光への新たな取組を推進

✓ 大河ドラマを活用した賑わい創出に官民一体となって取り
組み、コロナ禍で疲弊した鎌倉のまちの活性化を図る

スマートシティ構想の取組と一体となって進める各種プロジェクト

・ こころとからだの健康を育むまち
・ イノベーションを生み出すまち
・ あらゆる人と環境にやさしいまち

まちの将来像3つの視点

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
プロジェクト

６ 連携事業
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７ 住みやすさと幸福度の数値化・指標化

コミュニティの幸福

Well-Being

ひとりひとりの幸福

・リフレッシュ・自己成長
・他者承認
・自己裁量
・リフレッシュ

・他者貢献
・チームワーク
・役割認識

・地域の幸福・多世代共創
・多様性への
寛容さ
・地域内の社会
関係資本

・向社会的行動＊

・地域の一体感

Liveability

・自然環境 ・医療健康
・買物/食糧 ・介護福祉

・居住環境 ・移動
・子育て
・義務教育/高等教育

・公共空間 ・安全安心
・地域とのつながり
・雇用

社会

オープンデータ分析アンケート分析

フィードバック
（Well-Being向上のために解決すべき課題の提示）

住みやすさと幸福度の数値化・指標化

測
定
方
法

◼ EBPM
◼ ワイズスペンディング＊

オープンデータ・アンケート・センサー等により地域環境を具体的・定量的に評価

Well-Beingの構成要素（社会・精神・身体）の状況を個人とコミュニティレベルで評価

＋ センサーデータ分析＋

経済的価値市民的価値 公共的価値環境的価値

ビジネスモデル
の創造

価値観・社会関係資本＊

の創造
ルールの
形成・改革

取組領域

市民・団体等が
まちづくりに
参画する仕組み

データ連携基盤

■リーディングプロジェクト

■スマートシティ連携事業
〇スーパーシティへの挑戦 〇デジタルガバメントの推進
〇共創による取組 〇深沢地域のまちづくり
〇GIGAスクール 〇共創の場形成支援プログラム
〇新たな観光の推進 〇公的不動産の利活用

市民のWell-Beingと
Liveabilityの向上

自分らしく安心して暮らせる
共生社会

精神的
に良好

身体的
に良好

社会的
に良好

鎌倉市
スマートシティ
庁内検討委員会

鎌倉市
スマートシティ
官民研究会

可視化

鎌倉の文化や歴史を踏まえた幸福のあり方を可視化し、定量的な評価を基にスマートシティのPDCAサイクルを実施

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
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精神 身体

社会 精神 身体 社会 精神 身体

（住みやすさ）

（幸福度）
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リーディングプロジェクトの整
理
用語解説

用語 解説

RPA
（アール・ピー・エー）

Robotic Process Automation の略称。これまで人間のみが対応可能と想定されていた作業、もしくはより高度な作業を、人間に代わって実施できる
ルールエンジンやAI、機械学習等を含む認知技術を活用して代行・代替する取組。

IoT
（アイ・オー・ティー）

Internet of Things の略称。あらゆるモノがインターネットにつながり、情報のやり取りをすることで、モノのデータ化やそれに基づく自動化等が進展し、
新たな付加価値を生み出すというもの。

ICTツール
（アイ・シー・ティー・ツール）

Information and Communication Technology（情報通信技術）ツールの略称。コンピュータなどの情報技術（IT）に加えて、インターネットのような
通信技術を含む技術を実装したソフトウェア例：テレビ・WEB会議システム、チャットツール、ナレッジ共有ツール、ファイル共有ツールなど。

アイデアソン 「アイデア」と「マラソン」を組み合わせた造語で、アイデアの創出を目的としたイベント。

EBPM（イー・ビー・ピーエム）
Evidence Based Policy Making（証拠に基づく政策立案 ）の略称。統計データや各種指標など、客観的エビデンス（根拠や証拠）を基にして、政策の決
定や実行を効果的・効率的に行うこと。

インパクト 短期、長期の変化を含め、事業や活動の結果として生じた社会的、環境的な変化、便益、成果（アウトカム）。

ウィズ/アフターコロナ 本構想においては、COVID-19（新型コロナウイルス感染症）の世界的大流行によって市民の意識やライフスタイルが変わったこれからの社会を示す言葉。

ウェルネス 「健康な心身を維持・発展させる生活行動」の実現。

Well-Being
（ウェルビーイング）

個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念。

ウォーカブル 「歩く」を意味する「walk」と「できる」の「able」を組み合わせた造語。「歩きやすい」「歩きたくなる」「歩くのが楽しい」といった語感を持つ。

AI（エー・アイ）
Artificial Intelligence の略称。人間の思考プロセスと同じような形で動作するプログラム、あるいは人間が知的と感じる情報処理・技術といった広い
概念。

AIドリル 教材にAIを導入し、児童生徒の理解度に応じて復習問題を反復、または自動選択で表示する等の機能を持たせたもの。

SIB（エス・アイ・ビー）
Social Impact Bondの略称。地方公共団体等が、民間事業者に委託等する事業であり、解決すべき行政課題に対応した成果指標を設定し、支払額等を
当該成果指標の改善状況に連動させるPFS（成果連動型民間委託）のうち、民間事業者が資金提供者から資金を調達し、地方公共団体等から受けた支払に
応じて返済等を行うもの。

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
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リーディングプロジェクトの整
理
用語解説

用語 解説

SNS（エス・エヌ・エス）
Social Networking Serviceの略称。友人・知人等の社会的ネットワークをインターネット上で提供することを目的とするコミュニティ型のサービスのこ
と。

SDGs（エス・ディー・ジーズ）
Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称。2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェ
ンダ」にて記載された2016年から2030年までの国際目標。17のゴールと169のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さないことを
誓っている。

LWCI（エル・ダブル・シー・アイ） Liveable Well-Being City Indicatorの略称。一般社団法人スマートシティ・インスティテュートが研究している住みやすさと幸福度の指標。

エンパワーメント 力をつけること。また、自ら主体的に行動することによって状況を変えていこうとする考え方のこと。

オーバーツーリズム
特定の観光地において、訪問客の著しい増加等が、地域住民の生活や自然環境、景観等に対して受忍限度を超える負の影響をもたらしたり、観光客の満足
度を著しく低下させるような状況。

オープンイノベーション
自社だけでなく他社や大学、地方自治体、社会起業家など異業種、異分野が持つ技術やアイデア、サービス、ノウハウ、データ、知識などを組み合わせ、革新的
なビジネスモデル、研究成果、製品開発、サービス開発、組織改革、行政改革、地域活性化、ソーシャルイノベーション、国際化、プロセス改善等につなげるイノ
ベーションの方法。

オープンデータ 官民データのうち、誰もがインターネット等を通じて容易かつ無償で利用できるように、公開されたデータのこと。

オプトイン 取得・活用するデータの種類、利用目的、利用先等を明示し、提供者の同意を得た上で、データを取得・活用すること。

観光客
神奈川県入込観光客調査による延入込観光客数。平成25年に2,000万人を超え、その後令和元年まで平均して2,000万人近い観光客が鎌倉市を来訪。
令和2年は、COVID-19（新型コロナウイルス感染症）の影響により、738万人まで減少。

GIGAスクール（ギガスクール）
構想

文部科学省が提唱する構想。一人一台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特別な支援を必要とする子どもを含め子どもの
資質・能力が一層確実に育成できる教育ICT環境を実現すること。

QoL（キュー・オー・エル） Quality of Lifeの略称。人々の幸福感など、社会の豊かさや生活の質のこと。

共生社会
多くの人にとっての「ふつう」や「当たり前」を前提にした社会に生きにくさや生き心地の悪さを感じる人がいることから、自分らしく生き、自分の望むかたち
で社会に参加できるように、多様性を認め、互いを思い、安心して自分らしく暮らせるまちを意味する。

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制

５ リーディング
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用語 解説

ケーススタディ 過去の成功例や失敗例・実例を詳しく分析し、問題解決のために必要な一般法則や原理を導き出すこと。

向社会的行動 地域内外の他者へのサポート、主体的な発案、地域への貢献行動。

個人情報 個人情報保護法に定義された「生存する個人に関する情報であって、氏名や生年月日等により特定の個人を識別できるもの」。

COVID-19（コビッド・ナイン
ティーン）

Coronavirus Disease 2019の略称。2019年に発生した新型コロナウイルス感染症のこと。

COI-NEXT（シー・オー・アイ・
ネクスト）

SDGsに基づく未来のありたい社会像の実現に向けたバックキャスト型研究開発と、産学官共創システムの構築を一体的に推進するプログラムとして、
2020年度に発足し、「共創分野」「政策重点分野（量子技術分野・環境エネルギー分野・バイオ分野）」で国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）に採択さ
れた18のプロジェクトのこと。鎌倉市では慶應義塾大学が有するデジタルプラットフォーム・IoT・3D製造技術を廃プラスチックの資源化策に導入し、産官
学民が連携して、市内で排出される製品プラスチックをより付加価値のあるものに再商品化し、地域に還元することで循環型社会の構築を目指している。

実証事業 事業の実証からサービスの実装に至る段階にある先端技術・サービスを実地において試験し、その有効性や経済性などを確認すること。

市民
鎌倉市共生社会の実現を目指す条例の前文では、年齢、性別、性的指向や性自認、障害及び病気の有無、家族のかたち、職業、経済状況、国籍、文化的背景
などが異なる多様な人々が記載されている。本市のスマートシティの取組では、こうした多様な人々を市民としてとらえ、誰もが生涯にわたって自分らしく
安心して暮らすことができる共生社会の実現を目指す。

市民データサイエンティスト
統計学や分析手法など分析の専門知識をもたない市民であっても、分析ツールの利用や教育、市民同士の協業などの仕組みによって、データから有益な情
報を得ることできること。

社会インフラ 社会や生活を支える公共的な基盤や仕組み。

社会関係資本
ソーシャルキャピタル。人々の協調行動を活発にすることによって、社会の効率性を高めることのできる、「信頼」「規範」「ネットワーク」といった社会組織の
特徴。物的資本 (Physical Capital) や人的資本 (Human Capital) などと並ぶ新しい概念。（アメリカの政治学者、ロバート・パットナムの定義）

循環型社会 従来の「大量生産・大量消費・大量廃棄」の「線形経済」に代わる、製品と資源の価値を可能な限り長く保全・維持し、廃棄物の発生を最小化した経済。

人流データ
携帯電話の位置情報などから取得した「人がいつ、どこに、何人いるのか」を把握できるデータ。防災やまちづくり、観光などの様々な分野における地域課題
解決への活用が期待されている。

スーパーシティ
2018年に内閣府が打ち出したスマートシティの⼀類型。住民が参画し、住民目線で、2030年頃に実現する未来社会を先行実現することを目指す構想。国
家戦略特別区域法に基づき、①生活全般にまたがる複数分野の先端的サービスの提供、②複数分野間でのデータ連携、③大胆な規制改革、を主なポイントと
している。
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用語 解説

スマートシティ
ICT 等の新技術を活用しつつ、マネジメント(計画、整備、管理・運営等)の高度化により、都市や地域の抱える諸課題の解決を行い、また新たな価値を創出
し続ける、持続可能な都市や地域であり、Society 5.0の先行的な実現の場。

3D製造技術 3次元（3D）のデータをもとにコンピュータで薄い断面の形状を計算し、この計算結果をもとに材料を積層して3次元の造形物を得る技術。

Society5.0（ソサエティ5.0）
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会
（Society）。 狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもので、
第５期科学技術基本計画において我が国が目指すべき未来社会の姿として初めて提唱されたもの。

ソリューション 課題を解決することや、そのために提供されるシステム。

第4次産業革命
第4次産業革命とは、18世紀末以降の水力や蒸気機関による工場の機械化である第1次産業革命、20世紀初頭の分業に基づく電力を用いた大量生産であ
る第2次産業革命、1970年代初頭からの電子工学や情報技術を用いた一層のオートメーション化である第3次産業革命に続くもので、IoT（モノのインター
ネット）やAI（人工知能）、ビッグデータを用いた技術革新のこと。

超高齢化／少子高齢化
人口に占める高齢者の割合が増加する「高齢化」と、出生率の低下により若年者人口が減少する「少子化」が同時に進行する状態を「少子高齢化」という。
また、高齢化率（総人口に占める65歳以上人口の割合）が一段と高い状態（３割程度）を「超高齢化」という。本市の高齢化率の状況（令和3年9月現在約
30.4%）

データのクレンジング
データを分析したり活用したりするために、データベースなどに保存されているデータの中から、重複や誤記、表記の揺れなどを探し出し、削除や修正、正規
化などを行ってデータの品質を高めること。

データ連携基盤
複数のシステムに蓄積されたデータをつないで、各システム等で利用できるようにするための仕組み。これにより１対１で結合されていたシステム・サービス
の壁を越えて、様々なデータを様々なシステム・サービスで利活用することが可能になる。なお、求められる機能は大きくは①相互運用（つながる）、②データ
流通（ながれる）、③拡張容易（つづけられる）。

テクノロジー
第４次産業革命やSociety5.0と呼ばれる社会的な変化がデジタル技術を中心に起こっていることから、本構想においては、テクノロジーとして「デジタル
技術」を中心に取扱う。

デジタルガバメント
デジタル技術の徹底活用と、官民協働を軸として、全体最適を妨げる行政機関の縦割りや、国と地方、官と民という枠を超えて行政サービスを見直すことに
より、行政の在り方そのものを変革していくこと。

デジタル社会 デジタルの活用により、一人ひとりのニーズに合ったサービスを選ぶことができ、多様な幸せが実現できる社会 。

デジタル庁
2021年９月１日に内閣府に発足。デジタル社会形成の司令塔として、未来志向のDX（デジタル・トランスフォーメーション）を大胆に推進し、デジタル時代の
官民のインフラを今後5年で一気呵成に作り上げることを目指し、デジタル社会の形成に関する施策を迅速かつ重点的に推進する。

１ 構想の概要 ２ 環境の変化 ３ 理念・原則 ４ 推進体制
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用語 解説

デジタルデバイド インターネット等の情報通信技術を利⽤できる者と利⽤できない者との間にもたらされる格差。

デジタル・トランスフォーメー
ション（DX）

データとデジタル技術を活用して、組織や仕組み等を抜本的に変革するとともに、ICTの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変革させること。

テレワーク ICT （情報通信技術）を利⽤し、時間や場所を有効に活⽤できる柔軟な働き⽅。主な形態として、在宅勤務、モバイルワーク、施設利用型勤務などがある。

電子黒板 パソコンの画面に表示した資料や写真などを投影するディスプレイモニター、もしくはプロジェクターのこと。

note（ノート） クリエイターが文章や画像、音声、動画を投稿して、ユーザー（利用者）がそのコンテンツを楽しんで応援できるメディアプラットフォーム。

パイロット 試験的に行うもの、先行するもの。 パイロット運用を行うことによって、導入についてのメリットを確認することができ、その後の本格実装に繋がる。

ハッカソン
「ハック（プログラムの改良）」と「マラソン」を組み合わせた造語で、ソフトウェア開発に関わる人々が集まって、集中的にプログラムやサービスの開発を行うイ
ベント。

BPR（ビー・ピー・アール） Business Process Re-enginerringの略称。現在の業務内容やフロー、組織の構造などを根本的に見直し、再設計すること。

ビッグデータ
デジタル化の更なる進展やネットワークの高度化、またスマートフォンやセンサー等IoT関連機器の小型化・低コスト化によるIoTの進展により、スマートフォ
ン等を通じた位置情報や行動履歴、インターネットやテレビでの視聴・消費行動等に関する情報、また小型化したセンサー等から得られる膨大なデータ。

Fab Citizen （ファブ・シティ
ズン）

３Dプリンターやレーザーカッター等のデジタル機器の工作ツールを備えた地域工房において、気軽にテクノロジーを活用し、自身や地域の課題を解決がで
きる市民のこと。

分野間連携 分野や組織の垣根を超えてデータを活用することで、地域の課題解決につながる高度なサービスの提供を可能にすること。

マルチステークホルダー 地域の課題解決の鍵を握る3者以上の関係者（市民、企業、大学、行政など）。

リーディングプロジェクト 本構想に基づくスマートシティの取組全体の核となり、「共創を生み出す基盤整備」を推進する先導的な役割を果たすプロジェクト（実証事業等）のこと。

レジリエント（レジリエンス）
何らかのリスクや危機を乗り越える力、強靱性のこと。①致命傷を受けない（致命傷回避）、②被害を最小化する（被害最小化）、③すぐに回復する（回復迅速
性）ことが求められる。

ロードプライシング
特定の道路や地域、時間帯における自動車利用者に対して課金することにより、自動車利用の合理化や交通行動の転換を促し、自動車交通量の抑制を図る
取組。

ワイズスペンディング 政策効果が乏しい歳出を徹底して削減し、政策効果の高い歳出に転換すること。
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リーディングプロジェクトの整
理
１ 鎌倉市共生社会の実現を目指す条例

平成31年３月25日条例第32号

「すべて国民は、個人として尊重される。」からはじまる日本国憲法第
13条は、個人の尊厳及び幸福追求権について規定しています。私た
ちの年齢、性別、性的指向や性自認、障害及び病気の有無、家族のか
たち、職業、経済状況、国籍、文化的背景などは、それぞれ異なります。
多様な人々が尊重され、どのような立場になろうとも、自分らしくい
られる社会が、私たちの目指す共生社会です。

近くにいる人の生きにくさに思いをめぐらせてみましょう。

自分らしく生活したくとも、多くの人にとっての「ふつう」や「当たり
前」を前提とした社会に、生きにくさや居心地の悪さを感じる人がい
ます。「ふつう」や「当たり前」の意味は人によって違うからです。互い
の違いを思いやり、配慮することで、人はみな、共に生きられます。目
に見える事物はもとより、目に見えない、あるいは言葉にできない生
きにくさに気づくことが、共生社会への一歩となります。

私たちは、多様性を認め、互いを思い、自分らしく安心して暮らせる社
会を、鎌倉市において実現するために、この条例を制定します。

（目的）
第１条 この条例は、市、市民及び事業者が協力しながら、市民一人一
人が、お互いを尊重し合い、支え合い、多様性を認め、自らが望む形で
社会との関わりを持ち、生涯にわたって安心して自分らしく暮らすこ
とのできる社会を実現することを目的とする。
（定義）
第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞ
れ当該各号に定めるところによる。
(１) 共生社会 市民一人一人が、お互いを尊重し合い、支え合い、多
様性を認め、自らが望む形で社会との関わりを持ち、生涯にわたって
安心して自分らしく暮らすことのできる社会をいう。
(２) 市民 市内に居住し、通勤し、又は通学する者をいう。
(３) 事業者 市内で事業活動を行うものをいう。
(４) 合理的配慮 共生社会の実現に当たって、市民が日常生活又は
社会生活を営む上で障壁となるような社会における事物、制度、慣行、
観念その他一切のもののうち、市民が現に解消を必要とする障壁を
解消するための必要かつ適当な措置であって、当該措置に伴う負担
が過重でないものをいう。

（基本理念）
第３条 共生社会の実現に向けた取組の推進は、市、市民及び事業者
が、それぞれの責務又は役割を果たし、相互に協力しながら、次に掲
げる理念（以下「基本理念」という。）に基づき、行うこととする。
(１) 市民が、その個性や多様性を尊重され、自分らしくいられること。
(２) 市民が、お互いを支え合い、助け合うことで、安心して生活でき
ること。
(３) 市民が、社会の一員として、自らが望む形で、あらゆる分野にお
ける活動に参画する機会を確保されること。
（市の責務）
第４条 市は、基本理念にのっとり、共生社会の実現に当たって、必要
となる認識や理解を市民及び事業者と相互に深めるとともに、合理
的配慮を行うことができるよう体制を整備し、先進的な取組を視野に
入れつつ、共生社会の実現に向けた取組を推進するための施策を総
合的かつ計画的に実施する責務を有するものとする。
２ 市は、市職員一人一人が共生の重要性の理解を深めるため、市職
員に対して啓発等を実施するものとする。
（市民及び事業者の役割）
第５条 市民及び事業者は、基本理念にのっとり、共生社会の実現に
当たって必要となる認識や理解を相互に深めるとともに、共生社会の
実現に努めるものとする。
（基本的施策）
第６条 市、市民及び事業者が、基本理念にのっとり、共生社会の実現
を目指すに当たり、市は、次に掲げる施策（以下「基本的施策」とい
う。）を講ずるものとする。
(１) 共生社会について学び、実践できるような共生の意識の形成を
図るための次に掲げる施策
ア 学校教育、社会教育その他の教育等の場において、市民及び事業
者が共生社会について学び、実践できるよう意識の形成を行うこと。
イ 市民及び事業者に対して、共生社会の実現に向けて必要な啓発及
び広報活動を行うこと。
(２) 十分な情報のやりとりを可能にするための次に掲げる施策
ア 市の提供する情報及び市民が知りたい情報のうち必要と認められ
るものを分かりやすく提供すること。
イ 市民が自分の意思や要求を相手に的確に伝えられるよう、公共の
場におけるコミュニケーションの手段を多種多様化すること。
(３) 市民が安全で安心した生活ができるような多様性に配慮した社
会基盤施設等の整備に努めること。
(４) 共生の地域づくりを活性化させるための次に掲げる施策
ア 市民及び事業者が本来持っている力を発揮し続けるため、共生社

会の実現に資する活動を実施する市民及び事業者との連携並びに支
援を行うこと。
イ 地域における市民相互の支援体制を整備し、市民それぞれが役割
を持ち、支え合い、役割を入れ替えながら、市民及び事業者が地域の
生活課題の発見及び対応を可能とする地域づくりが行われるよう支
援に努めること。
ウ 保健、医療、福祉、教育、就労その他の制度の枠を超え、又は、各制
度間の連携を図りながら、市民に対して包括的かつ総合的な支援を
行うこと。
エ 支援に関わる者に対する教育、人材育成等の各種支援を通じ、支
援の質を向上すること。
(５) 共生社会に向けた推進体制の構築並びに当該体制及び具体的
施策の必要に応じた改善
２ 市は、基本的施策を通じて、合理的配慮が行われるよう取組むも
のとする。
（災害等への対応）
第７条 市は、災害等への対応（災害等の発生に備える対策を含む。）
においては、自助及び共助の意識の浸透を図るとともに、基本理念に
のっとり、市民及び市内滞在者が行う自らの身体及び生命を守るた
めの行動に対して、多様性に配慮した支援を行うことができるよう取
組むものとする。
（計画等への反映等）
第８条 市は、条例等の制定又は行政計画の策定に当たっては、基本
理念を最大限尊重するとともに基本的施策を踏まえ、制定又は策定
するものとする。
２ 市は、前項の行政計画の実施に当たっては、基本理念の尊重及び
基本的施策の実現のため、必要な財政上の措置その他の措置を講ず
るよう努めるものとする。
３ 市は、第１項の行政計画の評価の実施に当たっては、基本理念及び
基本的施策の視点を含めて評価するものとする。

付 則
この条例は、平成31年４月１日から施行する。
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開催概要 意見の概要

日 時：令和2年（2020年）11月18日（水）18:00～20:00
：令和2年（2020年）11月21日（土）10:00～12:00
：令和2年（2020年）11月21日（土）14:00～16:00
※3回とも同一内容

方 法：オンライン（Zoom）
参加者：市内在住・在学・在勤の約90名（延べ）

１ スマートシティについての理解を深める

２ スマートシティで解決したい日常の困りごとを抽出する

３ 理想の暮らしを実現できるスマートシティを想像する

• イントロダクション（市民対話の目的・進め方の共有）
• 松尾市長からの挨拶（動画メッセージ）
• 市プレゼンテーション：スマートシティに取組む背景やスマートシティ構想策定
に向けた基本方針について、参加者へのアンケートなども実施しながら共有

• グループワーク①「自分や周りの人のために解決したい日常の困りごとは？」

• グループワーク②「もしたった一つスマートシティで理想や夢の暮らしを実現
できるとしたら、何をする？」

市長からのメッセージ
チャット機能を活用した
コミュニケーション

市民対話の中では、「人とのつながり」「多様な生き方」「みんなで解決する」と言っ
たキーワードに焦点があてられており、人を中心としたまちづくりを促進できるよ
うになることが、スマートシティへの期待と捉えられた

解決したい日常の困りごと
◼ 近所や世代間のつながり・助け合いが少ない
◼ 高齢者等のITリテラシー格差が拡大する
◼ 交通渋滞が多い
◼ 移動手段が減って買い物等に困る
◼ メジャーでない地元の情報を知りたい・伝えたい

スマートシティで避けたい状態
◼ 人と会わなくても何でもオンライン
でできる

◼ 考えなくても良くなる
◼ 人が選別・管理・監視される
◼ 手続きがかえって複雑になる
◼ ITありきで使えない高齢者等が暮
らせない

スマートシティで実現したい暮らし
◼ 近所や世代間のつながりを促進する
◼ 多様な生き方を尊重する
◼ 地元で働ける場をつくる
◼ 地域課題を見える化してみんなで解決する

参加者への問いとアウトプットの概要

２ スマートシティ市民対話（令和2年度開催）

テーマ・内容

◼住みやすい・生きやすいまち
◼未来への持続的・継続的発展の手段

対話前のスマートシティの印象

◼ 人と人とのつながり
◼ 人らしく生きられる理想の実現
◼ 多様性を認め合うまち

対話後のスマートシティの印象
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１ スマートシティについての理解を深める

• イントロダクション・自己紹介
• 市プレゼンテーション：鎌倉市が取組むスマートシティについて
• グループワーク①「プレゼンを聞いてワクワクしたことや気になったこと、質問
したいことは？」

２ 今とは違うスマートな暮らしを描写する

• グループワーク②「自分や周りの人のために解決したい日常の課題は？」
• グループワーク③「鎌倉らしいスマートな課題解決策は？」
➢ 題名、スケッチ、主人公はだれ？（Who）、スケッチの舞台はいつ？（When）、
スケッチの舞台はどこ？（Where）現在との「スマートな差異」はなに？（What）

第1回では、高校生・大学生
がファシリテーターを務めた

アイデアや意見をリアルタイム
で可視化するツールを活用

プレゼンテーション（鎌倉市が取組むスマートシティについて）を受けて、ワクワクし
たことや気になったこと、質問したいことは？

自分や周りの人のために解決したい日常の課題は？

鎌倉らしいスマートな課題解決策は？

◼ 市民主体はすごくよい、もっと参加者を巻き込んでいくには？
◼ 若い子たちがもっと楽しみたい、住みたいなっていうふうになったらいい
◼ 世代間交流、人と人とのつながり、世代を超えて！子育てしやすい街へ！
◼ 「スマートシティ＝誰のために、何のために、何を、どうする」が小学生にも高齢者にも
分かり易い言葉で説明できる必要がある

◼ 「スマートシティ」で「なにをやるのか」早めに、具体的に絞っていくことが必要

◼ 災害が多い、自然災害
◼ 医療体制は大事、医療従事者自体が少ない
◼ 各団体の高齢化による担い手不足
◼ 道が狭い、危険、観光客が増えすぎて生活しにくい、交通渋滞
◼ 遊び場が少ない、市街地にない、公園が少ない、鎌倉に魅力的な場所を増やしたい
◼ 市民17万人全員が究極参加できたらいい

◼ 鎌倉ポータルサイト、市民による市民のためのコミュニティ、知りたい情報が得られる仕
組み、コミュニティの補完、SNSを活用

◼ 地域の支え合いを支えるテクノロジー
◼ バーチャルママ・パパ友、価値観と課題の共有
◼ スマート回覧板、情報が常に一元化される
◼ この地域に住みたい！世代間交流を生み出すご近所シェアガーデン
◼ 手段ではなくコンテンツをどうするか、テクノロジーのハードルを下げる

日 時：令和3年（2021年）8月22日（日）14:00～16:30
方 法：オンライン（Zoom）
参加者：市内在住、在学、在勤の29名（応募者 69名から抽選）
※学生6名がファシリテーターとして参加、手話通訳者（2名）を配置

開催概要 意見の概要

２ スマートシティ市民対話（令和３年度第1回開催）

テーマ・内容
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日 時：令和3年（2021年）10月10日（日）14:00～16:30
方 法：オンライン（Zoom） 手話通訳者（2名）を配置
参加者：市内在住、在学、在勤の29名 ※第1回と同じメンバー

開催概要 意見の概要

１ スマートシティ構想（素案）を一緒につくる

• 市プレゼンテーション
➢ 「市民対話の目的」
➢ 「基本理念・基本原則を考える」
➢ 「令和4年度プロジェクトの対象領域(リーディングプロジェクト)を考える」

２ スマートシティの推進体制を一緒に考える

• グループワーク
➢ 「具体的なプロジェクトを進めていくためには、どのようなステークホルダーや
役割が必要？」

➢ 「具体的なプロジェクトの共創に市民が参加するためには、どんなこと（仕組
み・仕掛け・場）が必要だろうか？」

➢ 「市民参加型のスマートシティに、自分はどう関わりたいか？」

約30名の市民の方々が参加鎌倉市が目指すスマートシティ

具体的なプロジェクトを進めていくためには、どのようなステークホルダーや役割が必要？

◼ 市民
⚫ 行政の政策（案）に対し、市民は賛同するか否かをフィードバックする
⚫ デジタルに詳しい市民の技術者が教える役割を担えるとよい
⚫ 市民団体などリーダーシップのある人が率先できるとよい
⚫ 自分でも解決できると思えるような、市民の抱える小さい課題も見える化できるとよい

◼ 行政
⚫ 行政から市民に提案する。
⚫ さまざまな情報を市民に広く届ける役割(例：防災情報）

◼ 企業
⚫ 情報提供されたものが正しいのかを精査してくれる役割

◼ 大学
⚫ 情報提供されたものが正しいのかを精査してくれる役割
⚫ 学校などで市民参加できるようになると若者も市民参加しやすくなる
⚫ 海外の事例など、外部からの視点も必要であり、研究者からの情報提供してもらえるとよい

◼ NPO
⚫ 市民の困りごとを知るソーシャルワーカーを起点にするとよい

具体的なプロジェクトの共創に市民が参加するためには、どんなことが必要だろうか？

◼ SNSやZoomといったオンラインとリアルのハイブリッドな場
◼ 楽しく情報をインプットできる／される仕組み
◼ 地域ごとの困りごとをテーマに分類して見える化
◼ 個人のスキル等の情報可視化と必要な人同士をマッチングする場
◼ 情報格差をなくすために複数の情報ツールの組み合わせ
◼ 試行錯誤を素早く繰り返すプロセス

市民参加型のスマートシティに、自分はどう関わりたいか？

◼ 市民参加型のデザインやアイデアソンなど市民対話に参加したい
◼ 共創を促進するスマートシティサポーターになりたい
◼ スマートシティ推進の政策に対し提案したい
◼ 鎌倉市の案に対しフィードバックしていきたい

２ スマートシティ市民対話（令和３年度第２回開催）

テーマ・内容

グラフィックレコーディングで議論を可視化
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３ スマートシティアンケート

◇調査概要◇

１ 調査対象 市内在住・在勤・在学の方

２ 周知方法 広報かまくら

市公式SNS（LINE、Twitter、Facebook）

その他（関係団体等への周知依頼）

３ 調査時期間／回収結果

① 令和3年（2021年）9月1日～9月15日 ／ 53件

② 令和3年（2021年） 10月29日～11月15日 ／ 26件

４ 調査方法 e-kanagawaアンケート（インターネット）

５ 調査主体 鎌倉市
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３ スマートシティアンケート

知っていた

62%

Q1 Q1
鎌倉市がスマートシティに
取組んでいることを知っていましたか？

知らなかった
38%

鎌倉市がスマートシティを推進することに
関してどのような印象をお持ちですか？

Q２

非常に
好ましい

75%

やや好ましい 15%

どちらともいえない 8%

まったく好ましくない 2%

※あまり好ましくない 0%

テクノロジーやデータを活用することで
将来どのような暮らしを実現したいですか？Q３

（n=53） （n=53） （n=53）

地域課題を
見える化して

みんなで解決していける
暮らし

51%
近所や世代間のつながりが
深まった暮らし 17%

多様な生き方が尊重
された暮らし 15%

地元に働ける場がある暮らし
8%

その他 9%

Q４ Q1Q５ 今後行われるスマートシティ関連の
イベントに参加したいと思いますか？

Q６
イベントなどに参加する際には、
どのような形式で参加したいですか？

スマートシティの推進にどう関わりたい
ですか？

オンライン参加（オンライン会議、SNSなど）

23%

※対面参加（イベント、
ワークショップ、定例会

議など）0%

77%

ハイブリッド参加
（対面・オンライン
参加の組合せ）

（n=22）

スマートシティ推進の
政策案に対して意見を
寄せて参加したい

36%

共創を促進するスマートシティサポーター
として参加したい 31%

市民参加型のデザインや
アイデアソンなど

市民対話に参加したい
24%

その他 10%

（n=22）

機会があれば
参加したい

70%

積極的に参加したい
22%

どちらともいえない
4%

全く興味がない
4%

（n=23）

※各回答項目の割合（％）は、端数処理の関係上、合計が100％にならない場合があります。
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鎌倉市のスマートシティで解決していきたい地域の課題や日々課題を感じている分野（n＝53） ※複数選択可

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市役所（窓口のオンライン化、庁内の電子化）

医療健康（オンライン診療、健康増進ツールなど）

移動（交通渋滞の見える化、自動運転など）

子育て・義務教育（オンライン教育、学校の手続きのオンライン化など）

安全安心（防災・災害情報の伝達、消防と医療の連携強化など）

自然環境（環境・森林保全など）

地域とのつながり（市からの広報の強化、地域課題の共有・対話促進など）

買物・食糧（店舗混雑の見える化、ドローン配送、ロボット配送など）

公共空間（公園等公共施設の混雑状況の見える化、オンラインの文化財鑑賞）

高等教育（オンライン生涯学習プログラム、図書館のオンライン化など）

居住環境（空気の質や静かさの測定・見える化など）

雇用（地域の産業支援、起業支援など）

介護福祉（見守りサービスなど）

その他

半数以上が課題を
感じている分野

30％～50%が課題
を感じている分野

30％以下が課題
を感じている分野

Q７

３ スマートシティアンケート
２６

※各回答項目の割合（％）は、端数処理の関係上、合計が100％にならない場合があります。



４ 共生社会の実現に向けたスマートシティの推進に関する意識・価値観調査

◇調査概要◇

１ 調査地域 鎌倉市全域

２ 調査対象 満18歳以上の市民（令和3年（2021年）3月1日時点）

３ 調査対象数 4,000人（各 2,000人のAグループ/Bグループ）

４ 抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出

５ 調査時期 令和３年（2021年）4月～5月

６ 調査方法 調査依頼を郵送し、回答は郵送回答又はインターネット回答

• 満 65 歳未満は郵送依頼・インターネット回答

（ただし、郵送回答希望者には別途調査票を送付）

• 満 65 歳以上は郵送配布・郵送回答

７ 回答率向上施策

A グループのみ、 回答率を向上させる複数の方法を用いました

① 事前協力依頼 調査対象者に、回答依頼の６日前に、調査対象者になった旨を通知し、協力を依頼。

② 督促 調査締切後、未回答の対象者に改めて協力を要請するとともに、締切を延長。

③ 謝礼 締切までに回答を頂いた全回答者に、クオカード300円分を贈呈。さらに、早期回答者（発

送後9日以内）へは200円分を追加し、全体の回答率目標（70％）を達成した場合には、

全回答者にさらに200円分を追加。

８ 調査主体 鎌倉市・株式会社ドリームインキュベータ
※世論・住民意識調査ソリューションの共同研究に関する協定書に基づく共同研究
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Q1
社会のデジタル化の進行に関して、
どのような印象を持っているか？

好ましくない6％

どちらとも
いえない 26％

好ましい
6８％

Q2 鎌倉市がデジタル化を推進することに関
して、どのような印象を持っているか？

Q3
一人ひとりに合わせたサービスが可能に
なり、社会から孤立する人が減る

（スマートシティの取組により、
こうしたことが起こりそうか？）

（スマートシティの取組により、
こうしたことが起こりそうか？） （スマートシティの取組により、

こうしたことが起こりそうか？）
（スマートシティの取組により、
こうしたことが起こりそうか？）

Q4
個人情報やプライバシーの権利が
脅かされる

Q5
触れ合いが減り、
地域のコミュニティが失われる Q6

経済的事情がある人や高齢者などの
ICT の活用が困難な人が不利になる

好ましい
69％

どちらとも
いえない 25％

好ましくない6％

どちらとも
いえない 15％

起こりそうだと
思わない 7％

起こりそう
24％

起こりそう
78％

起こりそう
54％

どちらとも
いえない 29％

起こりそうだと
思わない 17％

起こりそう
85％

起こりそうだと
思わない 32％

どちらともいえない 10％

起こりそうだと思わない 5％

どちらとも
いえない 44％

４ 共生社会の実現に向けたスマートシティの推進に関する意識・価値観調査

（n=1,170） （n=1,171） （n=1,170）

（n=1,173） （n=1,172） （n=1,175）

Aグループの回答を抜粋 ※各回答項目の割合（％）は、端数処理の関係上、合計が100％にならない場合があります。
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0 5 10 15 20 25

市役所（窓口のオンライン化、庁内の電子化）

安全安心（防災・災害情報の伝達、消防と医療の連携強化など）

医療健康（オンライン診療、健康増進ツールなど）

介護福祉（見守りサービスなど）

特になし

移動（交通渋滞の見える化、自動運転など）

子育て・義務教育（オンライン教育、学校の手続きのオンライン化など）

自然環境（環境・森林保全など）

買物・食糧（店舗混雑の見える化、ドローン配送、ロボット配送など）

高等教育（オンライン生涯学習プログラム、図書館のオンライン化など）

地域とのつながり（市からの広報の強化、地域課題の共有・対話促進など）

居住環境（空気の質や静かさの測定・見える化など）

公共空間（公園等公共施設の混雑状況の見える化、オンラインの文化財鑑賞）

雇用（地域の産業支援、起業支援など）

その他

スマートシティを推進するに当たって、ICTを活用してほしい分野・日々課題を感じている分野 （n＝1,102） ※１つ選択

４ 共生社会の実現に向けたスマートシティの推進に関する意識・価値観調査

Q７

（％）

ICTを
活用してほしい・
課題を感じる
上位3分野

Aグループの回答を抜粋 ※各回答項目の割合（％）は、端数処理の関係上、合計が100％にならない場合があります。

２９



５ 統計資料（総人口の基本推計）

173,019 170,567 
166,394 

161,353 
156,053 

151,238 
147,247 143,613 

139,400 
134,332 
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120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

（人）総人口の基本推計

平成27年（2015年）に約17万
３千人であった総人口が、令和
42年（2060年）に約13万４千
人となり、約３万人の人口減少
が見込まれます。

※基本推計とは
本市を取り巻く社会環境に大き
な変化がなく、現在の動向のま
ま人口が推移したときに見込ま
れる推計のこと。

※基本推計の算出条件
平成27年（2015年）国勢調査
を基準とし、自然増減や社会移
動については、国立社会保障・人
口問題研究所「日本の地域別将
来推計人口（平成30年（2018
年）推計）」の値を設定したもの

出典：鎌倉市第３次鎌倉市総合計画第４期基本計画
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５ 統計資料（年齢区分別の基本推計）

20,635 19,570 17,899 
16,601 15,621 15,267 15,051 14,734 14,266 13,712 

99,406 
97,268 

95,670 

91,215 

84,496 

76,766 
72,186 

69,698 
68,827 67,721 

52,978 53,729 52,825 53,537 
55,936 

59,205 60,010 59,181 
56,307 

52,898 

27,292 
31,101 

34,513 33,886 
32,161 32,528 

35,178 
39,042 39,828 

38,019 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

基本推計 年少人口（０~14歳） 基本推計 生産年齢人口（15~64歳）

基本推計 老年人口（65歳以上） 基本推計 うち75歳以上人口

（人）年齢区分別の
基本推計

平成27年（2015年）に比べ、
令和42年（2060年）には、年
少人口（0～14歳）が、6,923
人、生産年齢人口（15～64歳）
が31,685人減少します。

老年人口（65歳以上）は、令和
27年（２０４５年）に7,032人
増加し、その後減少に転じます
が、75歳以上の後期高齢者人
口は、令和42年（2060年）に
10,727人増加します。

出典：鎌倉市第３次鎌倉市総合計画第４期基本計画
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５ 統計資料（性別・年齢5歳階級別人口ピラミッドの変化（基本推計））

性別・年齢5歳階級別人口ピラミッドの変化（基本推計）

高齢化が進行し、「釣鐘型」から「つぼ型」に変化することが見込まれます。特に高齢女性の人口の増加が顕著にみられます。
老年人口（65歳以上）ならびに75歳以上人口の高齢者は増加し、本市では今後40年間の少子高齢化の進行が見込まれます。

3,072 

3,668 

3,793 

3,656 

3,177 

3,083 

3,857 

5,208 

6,929 

7,115 

6,118 

4,753 

4,823 

6,172 

5,326 

4,538 

3,589 

1,987 

800 

2,904 

3,502 

3,696 

3,674 

3,390 

3,215 

4,022 

5,558 

7,594 

7,119 

5,934 

4,785 

5,396 

7,351 

6,837 

5,703 

4,958 

3,403 

2,314 

男性 女性

90歳以上

85～89歳

80～84歳

74～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

５～９歳

０～４歳
（単位：人）

2,329 

2,647 

2,863 

2,943 

3,034 

2,975 

3,221 

3,603 

3,825 

3,635 

3,746 

4,617 

5,556 

6,692 

6,123 

4,817 

3,353 

2,593 

2,714 

2,214 

2,501 

2,714 

2,890 

3,245 

3,102 

3,380 

3,900 

4,256 

3,992 

4,004 

4,867 

5,976 

7,379 

6,483 

5,138 

3,853 

3,781 

6,278 

男性 女性 （単位：人）

90歳以上

85～89歳

80～84歳

74～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

５～９歳

０～４歳 2,018 

2,379 

2,640 

2,711 

2,581 

2,419 

2,516 

2,902 

3,441 

3,821 

4,102 

4,112 

4,040 

3,570 

3,440 

3,988 

4,428 

4,362 

3,224 

1,918 

2,248 

2,509 

2,668 

2,766 

2,525 

2,642 

3,120 

3,763 

4,149 

4,424 

4,508 

4,511 

4,006 

3,864 

4,489 

5,217 

5,871 

6,441 

男性 女性

90歳以上

85～89歳

80～84歳

74～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

５～９歳

０～４歳
（単位：人）

男性81,664人 女性91,355人 男性71,287人 女性79,951人 男性62,692人 女性71,639人

≪平成27年（2015年）≫ ≪令和2２年（20４０年）≫ ≪令和42年（20６０年）≫

出典：鎌倉市第３次鎌倉市総合計画第４期基本計画
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５ 統計資料（観光客数の推移）

延べ観光客数等の推移
延べ観光客数（人） 対前年比 日帰り客数（人） 対前年比 宿泊客数（人） 対前年比

平成23年 18,110,868 92.9% 17,810,458 93.0% 300,410 87.4%

平成24年 19,743,182 109.0% 19,423,919 109.1% 319,263 106.3%

平成25年 23,083,038 116.9% 22,743,012 117.1% 340,026 106.5%

平成26年 21,956,245 95.1% 21,617,386 95.1% 338,859 99.7%

平成27年 22,925,780 104.4% 22,581,357 104.5% 344,423 101.6%

平成28年 21,285,103 92.8% 20,948,468 92.8% 336,635 97.7%

平成29年 20,423,829 96.0% 20,103,302 96.0% 320,527 95.2%

平成30年 19,870,715 97.3% 19,564,987 97.3% 305,728 95.4%

令和元年 19,021,795 95.7% 18,703,148 95.6% 318,647 104.2%

令和２年 7,379,602 38.8% 7,129,413 38.1% 250,189 78.5%

出典：鎌倉の観光事情（令和3年度版）
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平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年

延入込観光客数の推移（単位:万人）令和２年の
鎌倉の観光事情の概要

令和２年の延入込観光客数は約738万
人で、令和元年の1,902万人を大幅に
下回り、前年比約60%の減少となり、新
型コロナウイルス感染症拡大の影響を大
きく受けた１年となりました。

緊急事態宣言の発出により、市内各施設
の閉鎖や市内行事の中止等が相次ぎ、当
該宣言解除後も長期的な当該感染症対
策の徹底が余儀なくされ、大部分の施設
において観光客数が減少しました。
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